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　　〈ゆうかり保育園〉
　　臼と杵でぺったん ! お餅つき！
　　〈地域生活支援拠点ゆうかり〉

2019年を振り返って＆忘年会
〈ゆうかり学園〉

かわいさ満点！
成長を感じた発表会！
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11/12　もも組　芋堀り
まずは上村さんに掘り方を教えてもらいます。

ゆうかり英語教室

ゆうかり保育園では月２回、３・４・５歳児クラスで英語
教室を開いています。「英語って何？」という感覚から始ま
りますが、次第に自分たちが話す言葉とは異なる言葉が
あることを認識し、身の回りの言葉を英語で覚えていきま
す。さくら組になると、英語を使ってインタビューしたり
ゲームを楽しむようになります。英語を学ぶことを通して
子どもたちの探究心を刺激し、もっと知りたい！やって
みよう！という気持ちを育んでいきたいです。

writer：大前 希望

11/18　親子遠足
親子遠足で平川動物園へ。
毎年恒例！ウッディーとご対面！お友達と上手に歌えたね♪

12/24　メリークリスマス
お昼寝から目覚めるとサンタさんに会えたよ♪

よっしゃ！たくさんＧＥＴだぜ！！

その場で焼き芋に
ほくほく焼きたて♪幸せ～～♪

11/15　うめ組　みかん狩り
はさみが少し大きいけど、平気平気♪

見て見て！大きいでしょ！　

11/20　さくら組　水族館へ
さくら組は、ＪＲとバスに乗って
水族館へおでかけしました♪

D-②

D-③ D-④

さくらんぼ組の女の子は、
みみりんに変身してノリノリ！！

12/15　発表会
にんじんだいこんごぼうのお話。
だいこんチーム張りきっています♪

うんとこしょ、どっこいしょ！
大きなかぶは抜けるかな？！

かわいいひよこさん達が並んで
ハイチーズ！　

ゆうかり保育園ゆうかり保育園

みんなで作りあげた発表会

初めてのセリフ劇に挑戦したさくら組。流れが止まらない
ように、自分のセリフを言うタイミングや声の大きさ、待つ
など難しい事だらけ。戸惑いながらのスタートでした。
「劇の成功！」を目標に声をかけあいながら、次第に
お互いのフォローができるようになった子どもたち。
本番は、大成功！立派な姿に感動しました。この経験で
得た達成感は大きな自信につながったと思います。もう
すぐ卒園するさくら組！今後の活躍が楽しみです！

writer：日高 詩子



山路を登りながら

ハロウィンクッキング
可愛いミステリーケーキが出来上がりました。

ハロウィンミステリーツアー
毎年、進化してます。ゴールできないお友だちもチラホラ。

そだち支援センター
スケッチ

おはら祭
約2時間。みんな、へとへとになりながら最後まで踊り切りました。

十五夜クッキング
芋団子を作りました。

音あてゲーム
聞きなれた音も見えないとなかなか難しい。

風船リフティング
運動会前のトレーニングになしました。

スケッチサイエンス・お水の実験
あふれる寸前の表面張力を体験したよ。

大掃除レクリエーション
雑巾がけをしながら鬼ごっこ。一石二鳥です。

もちつき大会
美味しいお餅がつきあがりました。

コイン落としゲーム
コインが水中でおちょこに入るかな。

フープ渡し
繋いだ手を放さずにフラフープを渡します。

みんなでついた美味しいお餅でお腹が・・・。

秋から冬へ、そして春へと季節の変化を楽しむつもりが
エネルギーあふれる子どもたちと過ごす時間で、なぜか
記憶のない筋肉痛だけが残っています。今回の冬休みも
つい欲張って多めの餅をつき、１月始業式のお楽しみ会
で、ぜんざい・きなこ餅・焼餅にしても食べきれないほど
でした。保護者の皆さんにも茶話会で味見をしてもらい、
野口さんお手製のお漬物で塩気も味わっているとお腹

の肉がふくらんでしまっています。
さて、今はすでに春休みの計画をプランニング中。今年
の温泉外出では私のお腹はとても見せられない状態な
ので、スタッフ同士で魔のくじ引きかボランティア募集を
かけてみようかと本気で思っています。

writer：尾前 弥生

手押し相撲
押したり引いたり白熱です。

音実験
糸電話で、中々通話できません。 



山路を登りながら

「ペッタン、ペッタン」【餅つき】しました！

令和元年12月26日「ぱすてる」では、みんなで餅つきを
しました。「ゆうかり学園」からお借りした石臼と杵を
使って昔ながらのスタイルで餅つきを体験するのも今年
で2回目。「こんな風にお餅が出来ていくんだ」と興味の
眼差しで見学したり、杵を持って餅をついたりして楽しみ
ました。つき終わった餅はすぐにみんなで小分けして
丸め、「きな粉餅」にし、家族へのお土産にしました。余っ
たお餅は今後の調理活動メニューに登場します。

writer：川田  晃一

「20年間の思い出」に感激

令和2年1月20日　新成人を祝う会がありました。「ぱす
てる」では、3名の新成人の方がいらっしゃいました。保
護者の方も招いて、一緒にお祝いしました。ちらし寿司、
茶碗蒸し、ケーキを囲みながら、鑑賞した写真やスライド
ショーでは、20年間の思い出がいっぱい詰まっており、
一場面、一場面に感動し、涙が出ました。ぱすてるの仲間
からは、歌と手作りの花束をプレゼントし楽しい成人祝
いになりました。

writer：田代  梨菜 

おいしくなぁれ。

お餅丸めます。

どんな形にしようかな。 お餅を持ってピース！

お祝いのムービー上映の鑑賞

お祝いの言葉と乾杯の音頭。 新成人とお祝いの花束プレゼンターさん。 

手作りの花束の贈呈です。 式次第だってちゃんとあります。

地域生活支援拠点

12/26　みんなで餅つき

1/20　新成人を祝う会
　　記念写真撮ってみました。
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2019.11.21　利用者忘年会②　
生活介護班できらきら星と
かえるの歌を演奏しました。

―2019年を振り返ってみていかがでしたか？
佐）楽しかったことは大相撲見学、頑張ったことはそうさ
く班の活動。色塗りや製作活動。
日）頑張ったことは一輪車でたくさん野菜を運んだこと
かな。
諏）仕事を頑張ったよ。患者さんのパジャマやシーツとか
マットをたくさん畳んだ。

―2020年やりたいことは何ですか？
佐）サイクリングがしたい。元気よくみんなと一緒に外出
や活動をしたい。
日）買い物に行きたい。蔬菜の活動を頑張りたい。漢字
ドリルで勉強してもっとたくさん漢字を覚えたい。みんな
で仲良く楽しい一年にしたい。
諏）蔬菜の活動と会社の仕事を頑張りたい。歌やダンス
にも挑戦してみたい。
―皆さんへ一言！
佐）2019年は災害が多かった年だったから2020年は
みんな元気に何もなく過ごしたいですね！

writer：大平 理紗

2019.11.21　利用者忘年会①
今年は深町真人さんによる乾杯の音頭です。

2019.12.8　大相撲鹿児島場所見学①
今年も大相撲を見に鹿児島アリーナへ行きました。お土産も買えて大満足です。

大相撲鹿児島場所見学②
2階からの見学です。
早く始まらないかな。

大相撲鹿児島場所見学③
お相撲さんと念願の記念撮影。
近くで見るととても大きいな。

2019.11.3　おはら祭②
次の振り付けは…真剣な表情です。

2019.11.21　利用者忘年会④
パプリカダンスのアンコール！
今度は希望者の参加です。

2019.11.3　おはら祭①
緊張しましたが、一生懸命踊りました。

2019.11.21　利用者忘年会③
そうさく班みんなでパプリカダンスです♪　

2019.10.31ハロウィン(生活介護)①
毎年恒例のハロウィン♪

2019.11.1 ハロウィン(そうさく)①
手作りの衣装に着替えて
お菓子をいっぱいもらいに行くぞ！

2019.11.23　友愛駅伝大会①
今年もみんなと心を一つにして走ります！

2019.11.23　友愛駅伝大会③
応援にも熱が入ります。頑張れー！

2019.11.23　友愛駅伝大会②
タスキを受け取り、さあ走るぞー。　

ゆうかり学園

佐々木昭さん（そうさく班）、日高妙子さん（蔬菜班）、

諏訪律子さん（㈱ワークステージつばさ鹿児島）に聞きました！



● ゆうかり学園
生活支援員／勤続2年8か月　濱田 南
世話人／勤続3年4か月　小園 久子
世話人／勤続1年5か月　福永 みづ子

子どもの命を守る保育研修報告

６月２４日２５日の２日間にかけて、「子どもの命を守る
保育」についての研修を受けてきました。
子どもと過ごす中で最も危険な場面と年齢が①睡眠中
…０、１歳児②食事中…１、２歳児（それ以上も）③水遊
び中…３歳児以上なのだそうです。
ゆうかり保育園でも事故防止の為、午睡室に必ず２名以
上の職員が付き、タイマーをセットして子ども達の呼吸
や顔色、体温をチェックしたり、食事中も咀嚼の様子など
をよく観察しています。水遊びに限らず、遊んでいる時は
突発的な行動が思わぬ事故に繋がる可能性もあるため
職員間で連携をとり、注意して見守っています。
研修の中で、痛ましい事故の事例を見て、改めて日々の保育
はまず第一に子どもの命を守ることなのだと感じました。
大切な命をお預かりしているということをしっかりと
胸に刻み、責任をもって務めたいと思います。

writer：岩川  いくみ 

Hさん (享年86歳)御 悔 み

よろしくお願いします。

お世話になりました。

Yさん
S18生まれ

Kさん
S24生まれ

Mさん
S25生まれ

生活支援員／石井 聡一郎 生活支援員／ 新名 安世

保護者支援・子育て支援研修会研修報告

● 地域生活支援拠点ゆうかり
喜寿です！古希です！

● ゆうかり保育園
正規雇用へ／大前 希望

子ども、保護者、同僚とよい関係を築くために、まず
自分を知ろうというテーマのもと、自分の価値観や
コミュニケーションのポイントについて考えたり、他園
の先生方と様々なテーマにおいてカウンセリングを
しながら学びを深めました。
その中で、「上手で完璧なコミュニケーション」より
「安心できるコミュニケーション」が大切という講師の
方の話がありました。子ども、保護者の方にとって自分
が安心できる存在になれているか、自分の保育やコ
ミュニケーションを振り返り、課題も見つかりました。
また、同僚との関係について、〈ありがとう・ごめんなさ
い・これお願い〉この３つが言える職場環境は良好とい
う話もありました。これは職場に限らず、どの場面にお
いてもコミュニケーションをとる上で通じることだと思
うので、感謝の気持ちを言葉にして相手に伝えること
を大事にしていきたいと思いました。子どもと関わり、
保育をする中で、自分が大切にしたいことは何か、改め
て考えることができる二日間となりました。

writer：岡田  真弥

平成元年に入所され、紙工班で割り箸入れや箱折りなどの作業をされていました。誰よりも動き、時には
立ちっぱなしで、とても一生懸命にお仕事をされていました。作業中は真面目な顔つきでしたが、自分の
好きな物や人と接するときには笑顔がいっぱいで、とても楽しそうに過ごされていたことを昨日のように
思い出されます。在りし日の姿を偲び、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。



社会福祉法人ゆうかり　理事長　水流源彦

法人役職員 message

「年頭所感」

そこに含まれる添加物が肉に残って
しまいます。すべての頭数は無理か
もしれませんが、無添加給餌にこだ
わり、プレミアムゆうかり黒豚を目
指す、というプロジェクトです。現場
で頑張ってくれている、ベテランや
若手スタッフ、利用者の皆さんと共
に、今まで以上に誇れるモノづくり
を目指します。実現に向けて、農林水
産省の補助金等を申請して、畜舎改
修やデリカ部門の開設を模索しつ
つ、クラウドファンディングを活用
して、「ゆうかり学園完全無添加黒豚
ソーセージプロジェクト」を発動し、
たくさんの賛同者にお助けいただく
予定です。ご協力のほど、よろしくお
願いいたします。

一方で、慢性的な人材不足は、全国共
通の課題です。現役学生への働き掛
けに加えて、海外からの人材にも目
を向けることといたしました。理事

会にて審議した結果、将来、海外に日
本の福祉の素晴らしさを伝えてい
く、という大目標を掲げ、今春からそ
の準備を始めます。具体的にはベト
ナムから女性�名においでいただき、
日本語学校に�年～�年、その後、介護
福 祉 士 養 成 校 に � 年 通 う フ ォ ロ ー
アップをしながら、その間も、当法人
内で、日本語の勉強を兼ねてアルバ
イトをしていただきます。ゆうかり
学園やぱすてるの旅行の行き先の
一つに、ベトナムが加わって、彼らに
案内してもらう、という、ちょっと気
の早い構想も描いています。入所施設
からの更なる地域移行、それに伴う
ハード面の整備も随時実施予定です。
信じ続け、願い続ければ、想いは叶い
ます。そのために行動し続けること
が何よりも大切であると胸に刻み、
邁進します。本年も、ご指導ご鞭撻の
ほど、よろしくお願い申し上げます。

ONE TEAMで華々しく終えた����年。
オリパライヤーである����年、令和初
のお正月を穏やかに迎えることがで
きました。

今年の法人年賀状の「ね」にあるとおり
次なる計画を実行に移し、叶えるため
の足掛かりの年にします。具体的には
すでにスタートしている、ゆうかり
黒豚ソーセージの無添加バージョン
の 製 造 。ヨ ネ マ ス メ ソ ッ ド  -  
YONEMSU METHODという革新的
無 添 加 製 法 を 米 増 昭 尚 社 長 か ら 、
ぽぉくしょっぷ遊花里スタッフに直
接ご指導いただきます。これまでも、
食品添加物を極力使わずに、皆様に
ご愛顧いただいてきましたが、これ
からは、完全無添加を目指します。
ソーセージの製造過程はもとより、
将来的には、ゆうかり黒豚の給餌内
容にも、さらにこだわっていく予定
です。食品残渣を給餌してしまうと、



毎年12月に発表される「今年の漢字」ですが、2019年は

新元号の令和に使用されている「令」が選ばれました。

「令」という字には「よい」という意味があります。ここ数年

の「今年の漢字」を見てみると、災害や社会問題を思い

浮かべるような、マイナスなイメージから選ばれた漢字が

続いている印象でした。「令」の漢字に明るい時代への

願いを込めて、また一年元気に過ごしましょう。

writer：岩川 いくみ

家 地 地域の方々も参加いただけますご家族も参加いただけます
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��日

お別れ遠足
卒園式
誕生会
スポーツ教室

  �日
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��日

��日

�日

誕生会
お花見

豆まき
スポーツ教室
誕生会　　　

入園式

家

節分
誕生会

花見ウォーキング
乳がん検診

全体健診（植村病院）
レントゲン健診

ミニミニゲーム：ペットボトルボーリング
バレンタインクッキング：チョコフォンデュ
土曜日プログラム：スノードーム作り
体を動かして遊ぼう：ファイト―1球
土曜日プログラム：考古歴史館へ外出
スケッチサイエンス：静電気実験

第�週
第�週
　　　
第�週

第�週

第�週
第�週
　　　
第�週
第�週
第�週

ひな祭りクッキング
ミニミニゲーム：もの当てクイズ
体を動かして遊ぼう：ひっくり返しゲーム
�月��日  土曜日プログラム：桜島フェリー
��日：たわわでラッチ　��日：お楽しみ会
春休みプログラム　　

第�週
第�週
第�週
第�週

春休みプログラム
たてものたんけん
体を動かして遊ぼう
工作

ぽぉくしょっぷ遊花里
フェスタ
ふれあいバザー
施設親善球技大会
誕生会

警察学校生
ふれあい体験実習
誕生会

  �日

��日　
��日

地
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